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「
環
境
基
本
理
念
」
に
忠
実
に

　

２
０
２
０
年
に
創
業
50
周
年
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
る
佐
川
印
刷
。

　

こ
れ
ま
で
も
同
社
は

「
環
境
に
配
慮
し

た
事
業
」
を
旗
印
に
、
先
進
的
な
技
術

や
考
え
方
を
貪
欲
な
ま
で
に
取
り
入
れ
、

そ
し
て
有
言
実
行
を
貫
い
て
来
た
。
そ
し
て
、

冒
頭
で
掲
げ
た

「
創
業
50
周
年
」
に
向

け
て
、
こ
の
ポ
リ
シ
ー
を
さ
ら
に
加
速
さ

せ
て
い
く
と
言
う
。
今
回
は
そ
の
佐
川
印

刷
が
取
り
組
む

「環
境
配
慮
」
の
最
前
線

に
迫
っ
て
み
る
。

　

ま
ず
は
、同
社
が
掲
げ
る
「環
境
方
針
」

に
注
目
し
た
い
。
ま
さ
に
「地
球
に
優
し
い
」

を
実
践
す
る
上
で
の
〝
憲
法
〞
と
も
呼
ぶ

べ
き
も
の
で
、
こ
だ
わ
り
が
い
か
な
る
も
の

か
は
、
こ
の
７
項
目
を
読
め
ば
一
目
瞭
然

だ
ろ
う
。

●
全
社
員
が
環
境
に
配
慮
し
た
も
の
づ

く
り
と
環
境
に
や
さ
し
い
行
動
を
実
践

す
る
。

●
全
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
環
境
保
全

活
動
、
環
境
汚
染
の
予
防
に
取
り
組
み
、

法
規
制
を
含
む
当
社
に
与
え
ら
れ
た
要

求
事
項
を
順
守
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
社
会
の
発
展
と
住
み
良
い
街
づ
く

り
に
貢
献
す
る
。

●
当
社
の
生
産
活
動
で
発
生
す
る
有
害

な
廃
棄
物
の
排
出
を
抑
制
し
、
適
正
な

処
理
を
行
っ
て
、
生
活
環
境
の
保
全
及

び
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
。

●
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
、

リ
デ
ュ
ー
ス
（
抑
制
）、
リ
ユ
ー
ス
（
再

使
用
）、
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
）
を
推
進

す
る
。

●
紙
、
ゴ
ミ
、
電
気
の
み
な
ら
ず
、
当

社
の
営
業
、
生
産
活
動
を
通
じ
て
発
生

す
る
イ
ン
プ
ッ
ト
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に

目
を
向
け
、
有
害
で
あ
る
も
の
は
監
視

改
善
し
、
有
益
な
も
の
は
推
進
拡
大
を

図
る
。

●
当
社
が
製
造
、
販
売
す
る
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
に
も
環
境
を
あ
て
は
め
、
製
品

の
設
計
、
製
造
に
お
い
て
製
品
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
を
考
慮
す
る
。

●
こ
れ
ら
の
方
針
を
達
成
す
る
た
め
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

実
施
し
、
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
継
続

的
改
善
を
行
う
。

　

こ
の

「
環
境
方
針
」
の
キ
モ
は
、
「
住
み

良
い
街
づ
く
り
に
貢
献
」
「循
環
型
社
会
へ

の
貢
献
」
「有
益
な
も
の
は
推
進
拡
大
」
「継

続
的
改
善
」
で
あ
ろ
う
。

　

単
に

「
環
境
保
全
に
こ
れ
だ
け
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
、

自
己
満
足
に
陥
る
こ
と
を
暗
に
戒
め
、
地

　
　
　
　
　
　
　
　

印刷業界で一目置かれる

「環境配慮」へのこだわりと

先進性 佐川印刷
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元
や
地
域
、
消
費
者
の
側
の
目
線
に
立
ち
、

「何
が
有
益
な
の
か
」を
持
続
的
に
考
え
る
、

を
強
調
し
て
い
る
点
が
読
み
取
れ
る
だ
ろ

う
。

　

印
刷
業
界
広
し
と
言
え
ど
も
、
「
環
境

配
慮
」
に
対
し
、
こ
れ
だ
け
具
体
的
か
つ

積
極
的
な
文
言
を
盛
り
込
ん
だ
行
動
方

針
を
掲
げ
る
企
業
は
、
そ
う
多
く
は
な
い

は
ず
だ
。

「
川
上
」
の
森
林
保
護
に
ま
で

　
　

　

で
は
、
佐
川
印
刷
が
推
進
す
る
環
境
配

慮
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
具
体
的
に
そ

の
中
身
を
俯
瞰
し
て
見
よ
う
。

　

ま
ず
は
、
「Ｆ
Ｃ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
」。
こ
れ

は
同
社
と
そ
の
関
連
会
社
で
あ
る
ジ
ャ
パ

ン
ニ
ュ
ー
ペ
ー
パ
ー
が
す
で
に
取
得
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
で
は
こ
の

「
Ｆ
Ｃ
Ｓ-

Ｃ
ｏ

Ｃ
認
証
」
と
は
何
か
。
平
た
く
言
え
ば
、

地
球
環
境
に
配
慮
し
、
持
続
可
能
な
森

林
管
理
を
行
な
っ
て
い
る
森
林
か
ら
伐
採

さ
れ
た
木
材
を
原
材
料
に
使
用
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
。

　

そ
し
て
、
森
林
管
理

（
Ｆ
Ｍ
）
の
認
証

を
受
け
る
に
は
、次
に
掲
げ
る
「10
原
則
」

を
総
て
ク
リ
ア
し
た
森
林
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

１ 

森
林
管
理
や
取
引
に
関
す
る
国
内
法

や
国
際
条
約
の
順
守

２ 

労
働
者
の
権
利
や
安
全
の
確
保

３
先
住
民
の
権
利
の
不
可
侵

４
地
域
社
会
と
の
連
携

５
森
林
の
多
面
的
な
機
能
へ
の
考
慮

６
環
境
へ
の
影
響
の
評
価
と
環
境
維
持

７
整
然
と
し
た
デ
ー
タ
・
情
報
に
基
づ

く
計
画
作
成

８
環
境
や
社
会
へ
の
影
響
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
と
負
の
影
響
の
抑
制

９
森
林
の
生
態
的
、
社
会
的
に
高
い
保

護
価
値
の
保
全

10
管
理
活
動
に
関
す
る
計
画
の
遵
守

　

こ
れ
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
ハ
ー
ド

ル
は
か
な
り
高
い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
Ｆ
Ｍ
認
証
の
お
墨
付
き
を

得
た
森
林
由
来
の
木
材
・
紙
製
品
を
適

切
に
管
理
・加
工
し
て
い
る
証

（あ
か
し
）

が
、
「Ｆ
Ｃ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
」
と
な
る
。

　

こ
の
認
証
で
は
、
特
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
部
分
に
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
。
購

入
・
製
造
・
保
管
・
販
売
の
各
工
程
で
、

Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
の
な
い
企
業
・
組
織
が
一
度
で

も
介
在
し
た
場
合
、
そ
の
製
品
は
認
証
製

品
＝

「責
任
あ
る
森
林
管
理
マ
ー
ク

（Ｆ

Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
）」
を
つ
け
て
取
引
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
。

　

さ
て
、
こ
の
認
証
を
取
得
し
た
佐
川
印

刷
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
の
つ
い
た
紙
類
の
使

用
を
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
積
極
的
に
勧
め

て
い
る
の
で
あ
る
。 

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
積
極
活
用

　

佐
川
印
刷
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
も
熱
心
だ
。
同
社
の
主
力
工
場
で

あ
る
日
野
工
場

（滋
賀
県
日
野
町
）
で
２

０
１
４
年
４
月
、
大
規
模
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム

「
佐
川
印
刷
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

所
」
を
構
築
。
約
５
億
５
０
０
０
万
円
を

投
じ
て
、
シ
ャ
ー
プ
製
の
多
結
晶
型
太
陽

光
パ
ネ
ル
１
万
52
枚
を
、
同
工
場
の
製
本

工
場
や
オ
フ
リ
ン
（オ
フ
セ
ッ
ト
輪
転
機
）

第
１
工
場
、
同
第
２
工
場
、
紙
倉
庫
の
各

屋
根
に
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
。

　

そ
の
面
積
は
約
１
万
６
５
０
０
㎡
、
発
電

容
量
は
約
２
０
０
０
kw
で
年
間
発
電
量
は

約
２
３
８
万
ｋ
ｗ
ｈ
を
誇
る
。

　

国
が
進
め
る
再
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画

に
も
応
じ
た
も
の
で
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
電

力
は
、
フ
ィ
ー
ド
イ
ン
タ
リ
フ

（
固
定
価

格
買
い
取
り
制
度
）
を
利
用
し
て
全
量
関

西
電
力
に
売
却

（
20
年
契
約
）
し
て
い
る
。

間
接
的
な
が
ら
電
力
会
社
の
発
電
所
で
使

用
さ
れ
る
化
石
燃
料
を
減
ら
す
効
果
を

意
識
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

　

ま
た
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
思
わ
ぬ
副
産

物
も
生
ん
で
い
る
。
印
刷
工
程
で
は
大
量

の
熱
が
発
生
す
る
た
め
、
空
調
に
か
か
る

コ
ス
ト
も
バ
カ
に
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
工
場
建
屋
の
屋
根
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
仕
置
き
詰
め
る
こ
と
で
、
日
中

の
日
差
し
を
遮
蔽
す
る
効
果
が
期
待
で
き
、

結
果
的
に
空
調
コ
ス
ト
の
削
減
に
も
成
功

し
て
い
る
。

　

こ
の
他
、
日
野
工
場
を
中
心
に
既
存
の

照
明
を
で
き
る
だ
け
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
す
る

木下宗昭会長

日野工場内に構築された「メガソーラー発電所」
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こ
と
で
、
光
熱
費
削
減
と
環
境
負
荷
の
低

減
に
も
挑
ん
で
い
る
。

人
に
優
し
い
イ
ン
キ
の
積
極
活
用

　　

佐
川
印
刷
の
環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み

は
、こ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
例
え
ば
「無

溶
剤
水
性
イ
ン
キ
」
の
積
極
活
用
だ
。

同
社
は
ス
オ
率
45
周
年
に
当
た
る
２
０
１

５
年
に
、
「フ
ィ
ル
ム
印
刷
」
と
い
う
新
境

地
へ
の
進
出
に
踏
み
出
し
て
い
る
。
軟
包

材

（フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
市
場

へ
の
挑
戦
で
、
飲
食
品
包
装
や
ト
イ
レ
タ

リ
ー
用
品
、
化
粧
品
な
ど
に
多
用
さ
れ
、

今
後
も
成
長
が
期
待
で
き
る
分
野
と
確

信
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
も

「環
境
配
慮
」
の
ポ

リ
シ
ー
を
頑
な
ま
で
に
貫
く
。
無
溶
剤
水

性
イ
ン
キ
を
使
用
し
た
高
速
フ
レ
キ
ソ
印

刷
機
導
入
へ
の
こ
だ
わ
り
だ
。

　

実
は
、
国
内
の
軟
包
材
印
刷
で
は
、
溶

剤
グ
ラ
ビ
ア
印
刷
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

実
際
、
同
社
が
水
性
フ
レ
キ
ソ
印
刷
機
を

導
入
し
た
２
０
１
５
年
当
時
、
同
印
刷
機

を
扱
う
印
刷
会
社
は
10
社
程
度
だ
っ
た
と

い
う
。

　

ち
な
み
に

「
溶
剤
」
と
は
、
ト
ル
エ
ン

な
ど
芳
香
族
化
合
物
を
含
ま
な
い
、
高
沸

点
石
油
系
有
機
溶
剤
が
主
流
。

人
体
へ
の
影
響
や
環
境
負
荷
に
関
し
て
、

一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

や
は
り
化
石
燃
料
由
来
で
あ
り
、
「
持
続

可
能
社
会
」
を
考
え
る
上
で
は
疑
問
が
残

り
、
ま
た
人
体
に
優
し
い
と
も
言
い
難
い
。

　

一
方
、
有
機
溶
剤
を
使
用
し
な
い
水
溶

イ
ン
キ
の
フ
レ
キ
ソ
印
刷
の
場
合
、
肌
に
直

接
接
触
す
る
飲
食
用
軟
包
材
に
使
わ
れ

る
例
が
増
え
て
お
り
、
現
に
サ
ン
ト
リ
ー

の

「天
然
水
」
や
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の

「い
ろ

は
す
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
、
マ
ム
ド
ナ
ル
ド

の
カ
ッ
プ
な
ど
に
使
用
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
水
溶
性
イ
ン
キ
は
濃
度
が
低
く
、

フ
ィ
ル
ム
と
の
相
性
が
悪
い
た
め
、
技
術
的

に
難
し
い
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え
る
。
し

か
し
、
単
に
飲
食
品
の
成
分
ば
か
り
で
な
く
、

こ
れ
ら
を
納
め
る
包
装
材
に
ま
で
「安
心
・

安
全
」
を
求
め
つ
つ
あ
る
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
機
敏
に
対

応
し
よ
う
と
す
る
同
社
の
積
極
姿
勢
は
、

業
界
で
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
社
は
フ
ィ
ル
ム
製
造
に
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
式
フ
ィ
ル
ム
生
成
機
を
２
台
導

入
す
る
が
、
内
１
台
は
国
内
で
も
導
入
例

が
数
台
ほ
ど
と
い
う
ハ
イ
テ
ク
で
、
後
記

内
バ
リ
ア
フ
ィ
ル
ム
が
製
造
可
能
な
フ
ル
装

備
の
七
層
機
で
あ
る
。

　

最
先
端
技
術
の
積
極
導
入
は
、
同
社
の

い
わ
ば

「
十
八
番
」
だ
が
、
注
目
は
こ
こ

で
作
ら
れ
る
フ
ィ
ル
ム
の
張
り
合
わ
せ
に
も
、

「人
体
に
優
し
い
」に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
点
だ
。

前
述
し
た
軟
包
材
な
ど
に
使
わ
れ
る
フ
ィ

ル
ム
は
、
薄
い
フ
ィ
ル
ム
を
何
層
も
張
り
合

わ
せ
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
状
に
し
て
製
造
さ
れ

る
の
だ
が
、
こ
の
時
接
着
材
と
な
る
糊
に
も
、

無
溶
剤
の
も
の
を
使
用
す
る
。
こ
れ
は
「ノ

ン
ソ
ル
ベ
ン
ト
・
ラ
ミ
ネ
ー
タ
」
と
呼
ば
れ
、

同
様
に

「人
体
に
安
心
・
安
全
な
素
材
」

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
「環
境
配
慮
」
に
と
こ
と

ん
こ
だ
わ
る
「地
球
に
優
し
い
印
刷
会
社
」・

佐
川
印
刷
。
「創
業
50
周
年
」
の
２
０
２
０

年
を
目
前
に
控
え
、
今
後
ど
の
よ
う
な
策

を
講
じ
続
け
て
行
く
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

一
挙
手
一
投
足
に
目
が
離
せ
な
い
。

国内でも数台しかないＷ＆Ｈ社製フィルム生成設備

環境配慮型のノンソルベルト・ラミネータ

無溶剤水性インキを使うＣＩ型水性フレキソ印刷機
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